


広報いわみ H22年2月号 �

確確確確確確確確確確確確確確確確定定定定定定定定定定定定定定定定申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告確定申告
　所得税の確定申告と町・県民税の申告時期に
なりました。申告の相談・受付は、2月16日か
ら3月15日までです。事前に必要な書類を準備
し、期限内に申告と納税を済ませましょう。

○
確
定
申
告
の
必
要
な
人

・
事
業
所
得
（
商
業
・
工
業
・
農
業
・
漁

業
な
ど
に
よ
る
所
得
）
や
不
動
産
所
得

（
地
代
・
家
賃
）
な
ど
の
あ
る
人
で
、

１
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
所

得
控
除
合
計
額
を
超
え
る
人

・
土
地
、
建
物
な
ど
を
譲
渡
し
た
人

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
年
収
が
２
千
万
円
を

超
え
る
人

・
２
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人

・
主
た
る
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が　

万
20

円
を
超
え
る
人

・
医
療
費
控
除
、
寄
附
金
控
除
、
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
等
を
受
け
る
人

○
確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

　

申
告
の
時
に
は
左
記
の
も
の
が
必
要

で
す
。
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＊
「
印
鑑
」

＊
本
人
名
義
の
「
通
帳
」（
還
付
申
告
の

場
合
）

＊
確
定
申
告
書
が
税
務
署
か
ら
送
付
さ

れ
て
い
る
人
は
そ
の
「
申
告
書
」（
中

身
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

＊
給
与
所
得
者
お
よ
び
年
金
受
給
者
は

「
源
泉
徴
収
票
」

＊
生
命
保
険
料
お
よ
び
地
震
保
険
料
控

除
を
受
け
る
人
は
、「
支
払
保
険
料
の

証
明
書
」

＊
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
が
あ
る

人
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」

＊
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

　

平
成　

年
中
に
支
払
っ
た
「
医
療
費
の

21

領
収
書
」
と
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
の
明
細
書
（
領
収
書
は
、
事
前

に
合
計
金
額
の
集
計
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。）

＊
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
人

　

寄
附
先
か
ら
交
付
さ
れ
た
寄
附
金
の

受
領
証

＊
農
業
を
し
て
い
る
人

　

帳
簿
、
営
農
総
合
口
座
取
引
集
計
表
、

領
収
書
な
ど
、　

年
中
の
収
入
や
支
出

21

の
わ
か
る
も
の
を
準
備
し
、「
収
支
内

訳
表
」の
記
入
・
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
事
業
所
得
等
の
あ
る
人

　

帳
簿
、
領
収
書
な
ど
、　

年
中
の
収
入
・

21

支
出
の
わ
か
る
も
の
を
準
備
し
、「
収

支
内
訳
表
」
の
記
入
・
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

＊
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
新
た
に

受
け
る
人

　
（
床
面
積　

㎡
以
上
で
、
自
己
所
有
、

50

住
宅
ロ
ー
ン
等
の
返
済
期
間
が　

年
10

以
上
で
あ
る
こ
と
な
ど
条
件
が
あ
り

ま
す
。）

　
　

・「
住
民
票
の
写
し
」

　
　

・「
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金

の
年
末
残
高
等
証
明
書
」

［と　き］
2/16（火）～3/15（月）の毎日

●受付時間●
午前9時～午前11時30分
午後1時～午後4時 　　　

土曜・日曜も申告の相談を受け付けます。

［ところ］
役場3階　大会議室

申告の相談・受付

　

・「
家
屋
の
登
記
事
項
証
明
書
」
や
「
請

負
契
約
書
の
写
し
」、「
売
買
契
約
書

の
写
し
」
な
ど
で
取
得
日
、
床
面
積
、

取
得
価
額
な
ど
の
わ
か
る
書
類

　

□
増
改
築
・
大
規
模
修
繕
な
ど
は
、「
建

築
確
認
済
証
の
写
し
」
ま
た
は
「
検

査
済
証
の
写
し
」
ま
た
は
「
増
改
築

等
工
事
証
明
書
」

　

□
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
（
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
工
事
）・
断
熱
改
修
工

事
（
省
エ
ネ
改
修
工
事
）
等
は
、「
増

改
築
等
工
事
証
明
書
」「
補
助
金
等

の
金
額
を
証
す
る
書
類
」
な
ど

　

□
認
定
長
期
優
良
住
宅
を
新
築
し
た

人
は
「
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画

の
認
定
通
知
書
の
写
し
」
及
び
「
住

宅
用
家
屋
証
明
書
」
ま
た
は
「
認
定

長
期
優
良
住
宅
建
築
証
明
書
」
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・
土
地
、建
物
等
の
譲
渡
に
係
る
も
の

・
農
業
所
得
を
除
く
事
業
所
得
や
不

動
産
所
得
等
に
係
る
も
の

・
青
色
申
告
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は

　

鳥
取
税
務
署
で
の
申
告
と
な
り

ま
す
。

●
●
● 
鳥
取
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 
●
●
●
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� 広報いわみ H22年2月号

地区別納税相談日日程表
土曜日金曜日木曜日水曜日火曜日月曜日日曜日

20日19日18日17日２月16日
全地区浦富地区田後・網代地区
27日26日25日24日23日22日21日
全地区大岩地区東地区浦富地区全地区
６日５日４日３日２日３月１日28日
全地区岩井地区本庄地区大岩地区全地区
13日12日11日10日９日８日７日
全地区全地区浦富地区小田・蒲生地区全地区

　＊受付時間：午前９時から午前11時30分　午後１時から午後４時
　　都合の悪い場合は、他の地区の日にお越し頂いてもかまいません。

15日14日
全地区全地区
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財
務
課
に
減
価
償
却
資
産
の
登
録
の
あ
る
方
の
み
、
町

県
民
税
の
申
告
書
と
あ
わ
せ
て
毎
年
２
月
上
旬
頃
、
減
価

償
却
資
産
一
覧
表
を
対
象
者
の
方
に
送
付
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
シ
ス
テ
ム
の
都
合
上
、
昨
年
よ
り
送
付
す
る
こ
と
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が
出
来
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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ご
自
身
等
で
確
定
申
告
を
す
る
際
、
こ
の
減
価
償
却
費
の

額
が
必
要
と
な
る
方
は
、
本
人
確
認
の
出
来
る
も
の
を
ご

持
参
の
う
え
財
務
課
窓
口
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
減
価
償

却
費
の
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
同
居
さ
れ
て
い
る
ご
家

族
の
方
で
も
お
知
ら
せ
出
来
ま
す
の
で
、
来
庁
さ
れ
る
方

の
本
人
確
認
の
出
来
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

※
準
備
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
来
庁
さ
れ
る
前
に
は
必

ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

※
役
場
で
確
定
申
告
相
談
を
受
け
ら
れ
る
方
は
相
談
時

に
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平
成　

年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人
や
、
所
得
が
な
か
っ
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た
場
合
で
も
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
や
、

�
�
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後
期
高
齢
者
医
療
の
対
象
者
は
町
・
県
民
税
の
申
告
が
必
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�
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要
で
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
町
・
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�
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県
民
税
の
申
告
書
が
必
要
な
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
町
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
を
し
た
人

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

・
公
的
年
金
の
み
の　

歳
以
上
（
１
月
１
日
現
在
）
の
人

65

で
そ
の
収
入
が
１
４
８
万
円
以
下
の
人

・
公
的
年
金
の
み
の　

歳
未
満
（
１
月
１
日
現
在
）
の
人

65

で
そ
の
収
入
が　

万
円
以
下
の
人

98

税
務
署
開
庁
日 

　

平
成　

年
か
ら
平
成　

年
ま
で
に
入
居
さ
れ
た
方
に
対
し
て
は
、

11

18

税
源
移
譲
に
伴
う
町
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
適
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
平
成　

年
か
ら
平

21

成　

年
ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受

25
け
た
方
に
つ
い
て
も
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
を
翌

年
度
分
の
町
県
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除
す
る
制
度
（
上
限
9
7
、

5
0
0
円
）
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら
原
則
と
し
て
「
町
県
民
税
の
住
宅
借
入

22

金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
」
の
提
出
が
不
要
に
な
り
ま
す
。
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所
得
税
に
お
い
て
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
が
あ
る
方
の
う
ち
、

次
の
①
と
②
の
両
方
の
要
件
を
満
た
す
方

①
平
成　

年
か
ら
平
成　

年
末
ま
で
に
入
居
し
た
方
、
ま
た
は
平
成

11

18

　

年
か
ら
平
成　

年
末
ま
で
に
入
居
し
た
方

21

25

②
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
あ
る
方

�
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�
�
�
�
�

　

市
区
町
村
へ
の
申
告
は
不
要
で
す
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

た
だ
し
、
入
居
を
開
始
し
た
年
は
所
得
税
の
確
定
申
告
を
、
入
居

２
年
目
以
降
は
給
与
所
得
の
方
は
勤
務
先
で
年
末
調
整
を
、
ま
た
確

定
申
告
の
必
要
な
方
は
所
得
税
の
確
定
申
告
を
、
毎
年
３
月　

日
ま

15

で
に
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
確
定
申
告
書
の
「
特
例
適
用
条
文
等
」

へ
の
居
住
年
月
日
の
記
載
や
、
給
与
支
払
報
告
書
（
源
泉
徴
収
票
）

の
摘
要
欄
に
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額
と
居
住
開
始
年
月

日
な
ど
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
で
、
市
区
町
村
が
課
税
に
必
要
な
情

報
を
把
握
で
き
る
仕
組
み
へ
変
更
さ
れ
、
申
告
書
の
提
出
が
不
要

に
な
り
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
山
林
所
得
や
退
職
所
得
を
有
す
る
方
、
所
得
税
に
お

い
て
平
均
課
税
の
適
用
を
受
け
て
い
る
方
は
、
申
告
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
控
除
額
が
有
利
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

��

�
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平
成　

年
度
か
ら
町
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

22

控
除
の
申
告
は
原
則
不
要
に
な
り
ま
す　
!!
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広報いわみ H22年2月号 �

　

１
月　

日
（
日
）、
第　

回
岩
美

10

56

町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、
華
や
か

な
振
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ

新
成
人
１
１
３
名
（
男
性　

名
、

49

女
性　

名
）
が
集
い
ま
し
た
。

64

　

式
典
で
は
、
榎
本
町
長
が
「
限

り
な
い
可
能
性
を
信
じ
て
、
い
ろ

ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
勇
気
を

持
っ
て
積
極
的
に
自
分
の
人
生
を

切
り
開
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
岩
美
町

に
住
ん
で
い
た
だ
き
、
岩
美
町
を

ま
す
ま
す
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」と
激

励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
新
成
人
を
代
表

し
て
吉
澤
諒
さ
ん
（
小
羽
尾
）
が

「
今
日
か
ら
は
、
成
人
と
い
う
名

に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
大
人
と
し
て
の

思
慮
分
別
を
持
ち
、
社
会
の
一
員

と
し
て
責
任
と
義
務
を
自
覚
し
、

社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。」と
成
人
の
熱
い
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

新成人代表謝辞
吉澤　諒さん（小羽尾）
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受
付
で
は
、
選
挙
へ
の
関
心
を
高

め
て
も
ら
お
う
と
、
岩
美
町
成
人
式

初
の
模
擬
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

芸
能
人
等
の
候
補
者
４
人
の
中
か

ら
町
の
観
光
大
使
に
ふ
さ
わ
し
い

と
思
う
人
に
一
票
を
投
じ
、
投
票
の

流
れ
を
学
び
ま
し
た
。

選
挙
は
政
治
に
参
加
す
る
貴
重
な
一
票
。

投
票
に
は
必
ず
行
き
ま
し
ょ
う
！

　

式
典
終
了
後
に
は
、
新
成
人
か
ら
な

る
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
企

画
運
営
し
た
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
中
学
校
当
時
の
先
生
方
を
お
招

き
し
、
中
学
時
代
の
ビ
デ
オ
上
映
や
ビ

ン
ゴ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
当
時
の
な

つ
か
し
さ
に
浸
り
な
が
ら
、
お
互
い
の

近
況
を
報
告
し
合
う
な
ど
し
て
、
二
十

歳
の
門
出
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

岩美が大好きです。就職先があれば、将来岩美に住みたいで
す。住めたら、元気な岩美町になれるようにがんばりたいです。
左から松本裕也さん（浦富）　惠美須大地さん（浦富）
船木健司さん（浦富）

少子化対策により子どもが増
え、活気のある岩美町になって
ほしいです。
岩美町にもうすぐ帰ってきま
す。元気なまちになれるようで
きるかぎり協力していきたいです。
野澤佳恵さん（岩井）

責任感がある大人になりた
いです。とりあえず、今は勉
強をがんばります。
中島美記子さん（大谷）

不況なので、就職の年に活かせる
よう、多くのことに適応できるよ
うに今がんばっています。人とし
てできた男になりたいです。
澤井　祐太さん（浦富）

強い女になりたいです。今まで育ててくれてありがとう。親孝行をしたいです。
左から山添咲さん（馬場）　澤智奈美さん（大谷）
西垣直子さん（浦富）　米山由里恵さん（田後）
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そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
古
く
か

ら
伝
わ
っ
て
き
た
伝
統
行
事
が

あ
り
ま
す
。
蒲
生
地
区
の
山
の

神
集
落
に
は
、「
ま
め
ど
う
」
と

い
う
行
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

行
事
が
、
１
月　

日
（
月
）
行

11

わ
れ
る
と
聞
き
、
山
の
神
公
民

館
を
訪
れ
て
み
ま
し
た
。

　
「
ま
め
ど
う
」
と
言
わ
れ
る
こ

の
行
事
、
昔
、「
念
仏
の
口
は
じ

め
」
と
言
わ
れ
た　

日
頃
に
、

16

正
月
に
入
り
初
め
て
仏
壇
を
開

け
て
念
仏
を
唱
え
、
お
坊
さ
ん

は
檀
家
回
り
を
し
て
い
ま
し

た
。「
ま
め
ど
う
」
は
「
な
ん
ま

い
だ
あ
」
が
な
ま
っ
た
と
も
言

わ
れ
、
当
番
の
家
に
集
落
の
子

ど
も
達
が
集
ま
り
、「
ま
め
ど
う

〜
。
ま
め
ど
う
〜
。」
と
言
い
な

が
ら
巨
大
数
珠
を
持
っ
て
何
百

回
と
数
珠
繰
を
し
た
後
、
各
家

庭
を
回
り
な
が
ら
、
一
年
の
厄

払
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
、
お
坊
さ
ん
の
檀
家
回
り
は

な
く
、
公
民
館
で
数
珠
繰
を
し

て
か
ら
、
各
家
庭
を
回
っ
て
厄

払
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
事
は
、
小
学
生
と
中

学
生
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て

い
ま
す
が
、
昭
和　

年
代
に
は

30

１
０
０
名
く
ら
い
い
た
子
ど
も

達
も
、
今
年
は
、
上
は
中
学
２

年
生
か
ら
下
は
小
学
校
５
年
生

の
４
人
の
み
。
子
ど
も
だ
け
で

は
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
の

で
、
今
年
は
大
人
も
加
わ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
少
子
化
は
、

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
「
や
め
る
の
は
簡
単
。
無
く
し

た
く
な
い
と
思
っ
て
や
っ
て
い

る
。
伝
統
を
守
っ
て
い
き
た
い

と
数
珠
も
新
し
く
し
ま
し
た
。」

と
福
田
区
長
。

　

こ
の
「
ま
め
ど
う
」
が
、
い

つ
始
ま
っ
た
の
か
は
、
詳
し
い

資
料
が
な
い
た
め
、
分
か
ら
な

い
そ
う
で
す
が
、
数
珠
繰
の
行

事
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
時
代
に

百
萬
遍
の
念
仏
を
唱
え
た
と
こ

ろ
、
疫
病
が
収
ま
っ
た
の
が
始

ま
り
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
、
こ
の
山
の
神
集
落
で
も

こ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ

れ
ば
、
約
７
０
０
年
の
歴
史
を

持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
薬
が

今
の
よ
う
に
な
か
っ
た
時
代
、

神
や
仏
だ
け
が
頼
り
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
１
年
に
１
回
「
み

ん
な
が
健
康
で
い
ら
れ
ま
す
よ

う
に
。」
と
改
め
て
相
手
を
思
い

や
り
な
が
ら
厄
払
い
を
し
、
健

康
で
い
ら
れ
る
喜
び
を
感
じ
て

い
た
こ
と
も
想
像
で
き
ま
す
。

便
利
な
世
の
中
に
な
っ
て
も
、

相
手
を
思
う
気
持
ち
が
込
め
ら

れ
た
「
ま
め
ど
う
」。
今
の
時
代

に
合
っ
た
や
り
方
に
変
化
し
た

と
し
て
も
、
な
ん
と
か
続
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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��������������
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平成22年度からの農地貸借料を定めました
　改正農地法が平成21年12月15日施行されました。
　これに伴い、従来は農業委員会が標準小作料を定めていましたが、農地法上標準小作料が廃止
になりました。
　このため、標準小作料に替わるものが必要となり、農業委員会では農地貸借料を定めましたの
で貸借料を決めるときに参考にしてください。 （昨年と同額）

��������	
���
（平成22年１月から適用）

備　考貸　　借　　料
農　地　の　区　分　（田）

区　　　　域収　量

　普通畑については、田標準
の30％と定める。
　但し、田・畑共実態によ
り当事者間の話し合い。

　※契約期間中の額（利用権
設定等）を、今回の農地貸借
料額に変更するときは、当事
者間で話し合い。

基盤整備完了農地
（旧基盤整備田・耕作不便水田は除く）

8,000円

岩美町大字
　浦富、牧谷、大谷、岩本
　本庄、太田、河崎、新井
　高山、恩志、岩常、高住
　真名、岩井、宇治

510㎏平坦部
基盤整備未整備農地

7,000円

基盤整備完了農地
7,000円

岩美町大字　　　　　　　　
　延興寺、外邑、院内、荒金
　長郷、黒谷、池谷、馬場
　蒲生、長谷、白地、相谷

480㎏中間部
基盤整備未整備農地

5,000円

基盤整備完了農地
5,000円

岩美町大字　　　　　　　　
　鳥越、洗井、銀山、相山
　大坂、唐川、小田、田河内
　陸上、　小羽尾

420㎏山間部
基盤整備未整備農地

3,000円

（10アール当たり）

岩美町の下限面積を決定しました
　改正農地法が平成21年12月15日施行されました。
　これに伴い、従来、県知事が定めていた下限面積を農業委員会が定めることになりました。
　平成21年11月に開催した農業委員会総会で岩美町の下限面積を以下のとおり決定し、平成21
年12月15日付けで公告しましたのでお知らせいたします。（改正前と同じ）

太田・本庄・河崎・新井・恩志・高山・鳥越・洗井・銀山・蒲生・馬場・相山・白地・
長谷・真名・岩井・宇治・唐川・大坂・小田・外邑・延興寺・池谷・黒谷・荒金・
院内・長郷・高住・岩常

50a

大谷・岩本・浦富・相谷・牧谷40a

田河内・陸上・大羽尾・小羽尾20a

田後・網代10a

������　「下限面積」とは？ 

　農地を耕作目的で権利取得（所有権、賃借権など）しようとする場合、農地法第３条で農業委員会又は知事
の許可が必要とされていますが、許可後の耕作面積が50アール以上（北海道は２ヘクタール以上）でないと許
可できないことになっています。この面積を一般的に下限面積と呼んでいます。ただし、農業委員会（改正前
は知事）がこの面積の範囲内で下限面積を定めることができるとされています。

�

�

�

�
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岩美病院　�73-1421問い合わせ先

　
　
『

地
域に
密着
した医療を 目指して

』

　近年、多くの自治体病院において経営状況が悪化するとともに、医師及び看護師

不足に伴い医療提供体制の維持が極めて厳しい状況になっていることから、総務省

は、平成19年12月経営が悪化している自治体病院に抜本的な改革を実施するため、

「公立病院改革ガイドライン」を公表し、平成20年度以内に公立病院改革プラン

を策定することが義務付けられました。

　
☆ 改革プランの概要

　「町立病院としての運営を維持し、保健･医療･福祉の連携による三位一体の体制で一貫したサービスを提

供することで安全と信頼を確保し、岩美町民の健康と生活を守り続ける」を基本方針として次の三つの視点

からなるアクションプランを策定し改革を推し進めていきます。

☆アクションプラン

◆戦略の視点

1　総合的医療・救急医療の継続及び介護・健診サー

ビスの提供

2　病床の有効活用と外来患者数の向上

3　通所リハビリの拡充                　　

4　介護型療養病床の当面の維持

5　休止病棟の活用方法の模索

6　必要な検査などの増加による診療単価向上

◆組織・人事の視点

1　地方公営企業法全部適用の経営形態の継続

2　幹部会議の戦略的組織への移行

　　（職員全員の経営参画）

3　看護師確保と定着に向けた取り組み強化 

4　医師確保と労働環境改善の取り組み強化

5　役割などの明確化及び部門別定員の見直し

6　教育訓練体系の整備と実施

◆オペレーションの視点

1　室料差額収益の向上及び不良未収金の減少

2　費用節減の取り組み強化

3　投資検討システムの再構築

4　接遇面での患者対応強化及び退院患者アンケートの継続

5　医療安全管理体制の強化

6　健康教育活動の推進及び医薬分業の当面の継続

☆ 改革プランの進捗管理

　改革プランの進捗状況は、年１回以上、病院内の幹部会議において進捗状況の評価を行い、有識者及び町

民で組織する岩美病院運営協議会において点検･評価したものを公表します。

結果として、各年度の資金収支においてプラスを実現

�
�

� �
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
は
平
成　

年　

月
か
ら
優

21

10

先
順
位
を
付
け
て
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
１
月　

日
か
ら　

歳

19

19

〜　

歳
以
上
の
健
康
な
成
人
、
1
歳
未
満
の
乳
児
も
接
種
で
き
る
こ

64
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

予
防
接
種
の
効
果
、
副
作
用
な
ど
を
理
解
し
、
医
師
と
も
相
談
の

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

上
、
個
人
の
判
断
に
よ
り
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
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接
種
す
る
医
療
機
関
に
必
ず
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
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�
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�
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�
�
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�
�

○
国
産
ワ
ク
チ
ン
と
輸
入
ワ
ク
チ
ン

　

輸
入
ワ
ク
チ
ン
は
1
月　

日
に
承
認
さ
れ
、
2
月
上
旬
か
ら
供
給

20

開
始
予
定
で
す
。
接
種
す
る
際
、
国
産
ワ
ク
チ
ン
と
輸
入
ワ
ク
チ
ン

の
種
類
を
選
択
で
き
ま
す
。
各
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
接
種
方
法
・
接

種
回
数
・
安
全
性
・
有
用
性
等
に
つ
い
て
理
解
し
た
上
で
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
接
種
回
数

　

国
産
ワ
ク
チ
ン
は
、　

歳
以
上
は
1
回
、　

歳
未
満
は
2
回
接
種

13

13

で
す
。

○
費
用
の
助
成

　

町
で
は
、
左
記
の
方
を
対
象
に
費
用
の
全
額
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

●
妊
婦
、
満
1
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
者

　

●
非
課
税
世
帯
・
生
活
保
護
世
帯
の
者

　

で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
方
は
、
福
祉
保

健
課
に
領
収
書
、
接
種
済
証
、
印
鑑
を
持
参
し
助
成
金
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

後
日
、
接
種
費
用
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

１回目と２回目が異なる医療機関での接種１回目と２回目が同一医療機関での接種

３，６００円３，６００円１回目

３，６００円２，５５０円２回目

７，２００円６，１５０円合計

＊任意の予防接種ですので、費用は全額自己負担になります。

問い合わせ先

福祉保健課
�73-1333

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

本
年
度
の
受
診
は
2
月　

日
ま
で
で
す
が
、
よ
り
多
く
の
方
に

28

受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
以
下
の
日
程
を
追
加
し
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�
�
を
行
い
ま
す
。

　

�
��
�
�

�　

2
月　

日
（
金
）

12

　

�
��
�
�

�　

岩
美
町
中
央
公
民
館

　

�
�

�

�

�　

午
前
8
時　

分
〜
午
前　

時

30

10

　

�
�
�
�
�
�　

①
受
診
券
、
②
保
険
証
、
③
自
己
負
担
金

（
受
診
券
に
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
保
の
方
で

無
く
さ
れ
た
方
は
、
住
民
生
活
課
で
再
発
行
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。）

　

こ
の
日
受
診
出
来
な
い
方
は
、
２
月
末
ま
で
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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○
お
く
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク　

○
加
藤
外
科
内
科
医
院

　
　
　

○
藤
田
医
院　
　
　
　
　

○
岩
美
病
院

　

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
な
く
進
行
す
る
こ
と
が
多
く
、

異
常
に
気
付
く
に
は
毎
年
の
健
診
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
検

査
の
結
果
の
変
化
を
見
る
こ
と
で
、
異
常
が
出
る
前
の
段
階
で
予

防
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
月
が
本
年
度
受
診
で
き
る
最
後
で
す
の
で
、
ま
だ
未
受
診
の

方
は
是
非
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ
先

住
民
生
活
課　

�　

-

1
4
1
5

73

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
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査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査

特
定
健
診
・
健
康
診
査

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程
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いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

　
　

日
程
の
追
加
に
つ
い
て

������



広報いわみ H22年2月号 ��

新
成
人
の
皆
さ
ん
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
証
だ

け
で
は
な
く
、
病
気
や
怪
我
で
重
い
障

害
が
残
っ
た
り
し
た
と
き
な
ど
に
も

年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け
な
い
人
生

の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的

年
金
制
度
で
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
二
〇
歳

〜
六
〇
歳
ま
で
の
全
て
の
方
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
支
払
う

義
務
が
あ
り
、
年
金
を
受
け
取
る
権
利

が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

学
生
や
自
営
業
な
ど
の
第
一
号
被

保
険
者
と
な
る
方
は
、
お
住
ま
い
の
市

区
町
村
役
場
で
直
接
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第
二

号
被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第
二
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
の
第

三
号
被
保
険
者
の
方
の
手
続
き
は
、
勤

務
先
の
事
業
所
が
加
入
手
続
き
を
行

い
ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

　

住民生活課　�73－1415　　鳥取年金事務所（旧鳥取社会保険事務所）　�27－8311問い合わせ先

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少
な

い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免
除
と
な

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
国

民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い

る
と
、「
万
が
一
」
の
と
き
に
障
害
年

金
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ

事
態
を
招
き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」は
所
得
が

な
い
学
生
の
方
の
ご
本
人
の
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
で
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
〜　

歳
ま
で
の
方
で
、

65

74

一
定
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
は
、

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
障
害
の
程
度
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

・
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方

　

・
音
声
機
能
、
言
語
機
能
の
障
害
又
は
下
肢
障

害
（
１
号
・
３
号
・
４
号
）
に
よ
り
４
級
の

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方　

な
ど

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
場
合
に

は
、
原
則
と
し
て
１
割
の
窓
口
負
担
で
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
加
入
す
る
こ
と
で
従
来
よ
り
窓
口
負

担
が
軽
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
す
べ
て
の
被
保

険
者
の
方
か
ら
所
得
に
応
じ
た
保
険
料
を
お

支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。（
加
入
す
る
こ
と
で

従
来
よ
り
保
険
料
負
担
が
低
く
な
る
場
合
と

高
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
た
め
に

は
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
下
記

の
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住民生活課　�73－1415問い合わせ先

後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度以外の医療保険制度

１割
（所得の多い方は３割）

70歳～74歳までの方65歳～69歳までの方

１割
（所得の多い方は３割）３割

窓
口
負
担
　

�
�
�
�
�
�
�



��広報いわみ H22年2月号

※現在、地域福祉計画（案）を作成しており、住民の皆さんからの
ご意見を募集しております。詳細はインターネットに掲載してお
りますのでご覧ください。

　

高
齢
期
か
ら
の
健
康
づ
く
り
、
ま
た
介
護

を
受
け
な
が
ら
、
自
然
を
見
つ
め
・
感
じ
、
脳

リ
ハ
や
身
体
リ
ハ
に
取
組
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
・
家
族
の
介
護
を
お
こ
な
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

届
け
し
ま
す
。
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　消防法の改正により、住宅火災警報器の設置が義務化されました。
　火災から、自分自身（家族）の身を守るためにも住宅火災警報器を早
期に設置するようにしましょう!!

■住宅火災警報器とはどんなものですか？
　住宅火災警報器は、火災のときに発生する「煙」や「熱」をキャッチして
警報音により家人に早く火災を知らせる器具です。
■どこに設置すればよいのですか？
　　普段寝室として使用されている部屋に設置してください。　
　　その寝室が、２階にある場合は２階の階段の上部にも必要です。

　岩美町に住所を有している20歳以上の方で、地域福祉に関心の
ある方を対象に委員を若干名募集します。
　募集期間及び応募先は次のとおりです。
�������　　若干名
�������　　平成22年４月１日～平成25年３月31日まで
��� � � �　　平成22年３月15日（月）まで

【地域福祉計画】
　地域住民や事業者、ボラン
ティア団体等が協働して、暮
らしやすいまちづくりに取り
組むため、地域福祉計画を策
定し、３年ごとに見直しをす
ることになっています。

�

�

�

�

��������������

��������������
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�
�

岩美消防署　�73－1221　総務課　�73－1411問い合わせ先

まぎらわしい訪問販売商法には十分注意をしましょう。

福祉保健課　�73－1333　�73－1344
Ｅメール�fukusi@iwami.gr.jp

問い合わせ先
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��������	
�
　平成20年5月より中山間地域等で事業活動を営

む事業者と行政機関が連携し、住民の日常生活の

異常等を早期発見するための体制を整備していま

す。

　鳥取県、岩美町、地域貢献協力事業者で協定を

締結し連絡体制を密に連携しています。

��������	
��������

　○(株)新日本海新聞社　岩美専売所　配達員

　○鳥取いなば農業協同組合　岩美支店

　　渉外・外務・配達等を行う職員

　○鳥取ヤクルト販売(株)　岩美町エリア販売員

��������	
　地域住民の参加による、ひとり暮らし高齢者

等への愛の一声運動を発端とした、支え合い・

見守りを行っています。（社会福祉協議会が事

務局となっています。）

　見守り対象となる方は、70歳以上の独居高

齢者、高齢者世帯など日常生活に不安を抱えて

いる方で現在約230人おり、民生児童委員の推

薦を受けた約同数の推進員が声かけ、安否確認

を行っています。

��������	
	�������
　認知症高齢者等が徘徊によって行方不明になった場合、早

期発見・早期保護のため、警察署、役場、交通機関などの協

力をいただき、捜索・発見活動を行います。

����

　ＪＲ岩美駅、鳥取駅、バス事業者、町内各タクシー事業者、

　岩美郵便局、岩美消防署、岩美町消防団、自治会、

　民生児童委員、高齢者福祉関係事業所

　ひとり暮らし高齢者が増えている

中、事件・緊急時には速やかに警察・

消防署へ、その他のことについては、

下記へご連絡ください。

「ひきこもり」とは、単一の疾患や障害の概

念ではありません。さまざまな要因によって、

社会的な参加の場面がせばまり、就労や就学

などの自宅以外での生活の場が長期にわたっ

て失われている状態のことをさします。

　本町では、ひきこもり者への支援を図るため、

右記のとおり「ひきこもり支援講演会」を行いま

す。

　講演内容は、ひきこもりの問題の早期発見・早

期対応のため、ひきこもり状態にある本人やその

家族等からの相談等の支援を実施している「とっ
とりひきこもり生活支援センター」の職員を迎え、
日頃の取り組みをお話ししていただきます。

　また、自宅にひきこもり、障害福祉サービスに

繋がっていない障害者等への家庭訪問など様々な

支援事業の説明を「相談支援センター サマーハウ
ス」が行います。

ひきこもり支援講演会

���　�月��日（土）
 ���� 午前10時～正午（受付  午前9時45分～）
���　��������

���

　　���������	
��
�	�

　　　　とっとりひきこもり生活支援センター

　　　　鳥取青少年ピアサポート代表

 ��������������� 山本恵子 氏　

　　��������	
��������

　　　　〔相談支援センター サマーハウス〕

　　�����

※　参加対象者　どなたでもご参加ください。

福祉保健課　�73－1333問い合わせ先

� ������������������������������������������������������������������������������������������

　

�
�
�
�
�

　

�
�
�
�
�

相談支援充実強化事業説明会

岩美町地域包括支援センター
 �� �72－8420
福祉保健課
 �� �73－1333

問い合わせ先
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末
席
の
か
ら
す
が
突
い
て
く
る
図
星

 
�
�
�
�
�
�
�
�
� 
田
口　

清
帆

食
卓
も
炬
燵
に
も
あ
る
指
定
席 
�
� 

 
�
�
�
�
�
�
�
�
� 
山
下　

節
子

席
譲
る
若
者
夢
が
あ
ふ
れ
て
る

　
　
 
�
�
�
�
�
�
� 
岡
本　

幸
枝

ラ
イ
バ
ル
の
お
尻
の
温
さ
残
る
席

　
 
�
�
�
�
�
�
�
� 
小
西　

幸
安

席
順
を
間
違
え
て
か
ら
付
き
が
落
ち

 
�
�
�
�
�
�
�
�
� 
山
下　

蟹
郎

エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
結
べ
ぬ
縁
の
糸

 
�
�
�
�
�
�
�
�
� 
石
谷
美
恵
子

エ
ネ
ル
ギ
ー
青
い
空
か
ら
や
っ
て
く

る 
�
�
�
�
�
�
�
� 
飯
野　

菖
子

雑
草
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
負
け
ま
し

た 
�
�
�
�
�
�
�
� 
北
村　
　

稔

テ
レ
シ
ョ
ッ
プ
追
加
追
加
と
お
ま
け

付
く 
�
�
�
�
�
�
� 
山
田　

た
ぬ

裏
方
の
汗
も
追
加
の
受
賞
さ
れ

　
　
 
�
�
�
�
�
�
� 
石
谷　

忠
良

朝 
靄 
の
う
す
れ
て
き
た
る 
湖 
の
岸

も
や 

う
み

小
舟
の
影
よ
り
二
羽
の
白
鳥　
　
　

　
　
 
�
�
�
�
�
�
�
� 
横
山
芳
子

い
く
人
に
蟹
飯
贈
る
と
整
い
て
子
持

の
蟹
は
足
を
動
か
す　
　
　
　
　
　

　
　
 
�
�
�
�
�
�
� 
井
筒
三
重
子

道
ぞ
い
に
白
き
波
頭
の
陽
に
光
る
水

平
線
は
藍
色
に
濃
く　

稲
村　

信
枝

No.
391

　
　

月　

日
（
木
）、
岩
美
町
町
長
、
岩
美
町
社
会
福
祉

12

24

協
議
会
会
長
、
自
主
学
習
ク
ラ
ブ
講
師
の
方
々
を
お
招

き
し
、
平
成　

年
度
い
わ
み
高
齢
者
大
学
閉
講
式
と
今

21

年
度
最
後
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
、

５
月　

日
に
開
講
式
を
行
っ
た
の
が
つ
い
昨
日
の
よ
う

28

に
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
間
、
６
回
の
講
演
や
２
回

の
コ
ン
サ
ー
ト
、
館
外
学
習
と
体
力
測
定
、
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
な
ど
、
充
実
し
た
学
習
を
行
い
、
あ
わ
せ

て
自
主
学
習
ク
ラ
ブ
で
は
学
級
生
自
ら
が
い
ろ
い
ろ
な

独
自
の
学
習
に
取
り
組
み
、
知
識
・
教
養
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
閉
講
式
で
は
、
ま
ず
町

民
歌
を
斉
唱
し
た
あ
と
皆
勤

賞
を
授
与
し
ま
し
た
。
今
年
度

の
皆
勤
者
は
皆
勤
の
基
準
を

少
し
引
き
上
げ
た
た
め
、　

名
52

と
昨
年
よ
り
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
学
級
生
の
約
４
割
の

セ
ン
ス
ア
ッ
プ
い
わ
み
高
齢
者
大
学

 
平
成　

年
度
の

21

　
  
学
習
が
お
わ
り
ま
し
た
。

方
が
該
当
す
る
と
い
う
高
い
出
席
率
で
し
た
。
皆
勤
者
は

左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

続
く
学
習
会
で
は
、
１
年
間
を
振
り
返
り
各
自
主
学

習
ク
ラ
ブ
の
学
習
成
果
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
度

は
７
つ
の
ク
ラ
ブ
で
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
学
習
を
行
い
、
各

ク
ラ
ブ
が
創
意
工
夫
し
、
観
る
者
を
十
二
分
に
楽
し
ま
せ

る
発
表
で
し
た
。特
に
、
今
年
度
か
ら
取
り
組
ん
だ
ハ
ー
モ

ニ
カ
ク
ラ
ブ
は
熱
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
来
年
は
ハ
ー
モ
ニ

カ
へ
の
入
部
者
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

学
級
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
春
の
開
講
ま
で
少
し
長
い

お
休
み
に
な
り
ま
す
が
、
ま
た
元
気
な
姿
で
お
目
に
か

か
り
ま
し
ょ
う
。 
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2月  中央公民館同好会行事
 ����� （中央公民館　�72-0510）

午後７時30分龍神太鼓月１

午前９時 手編み同好会
火２

午後８時 カラオケ教室

午後７時 オカリーナ同好会
水３

午後８時 美鈴会

午後１時 岩美川柳会

木４ 午後７時30分龍神太鼓

午後７時30分英会話サークル

午後７時30分いわみコーラス

金５ 午後７時30分詩吟同好会

午後８時手話サークル

午前10時ちぎり絵同好会土６

午後７時30分龍神太鼓月８

午後８時カラオケ教室火９

午後７時オカリーナ同好会
水10

午後８時 美鈴会

午後７時30分いわみコーラス

金12 午後７時30分詩吟同好会

午後８時手話サークル

午後７時30分龍神太鼓月15

午前９時手編み同好会火16

午後１時松かさ短歌会

水17
午後１時いわみ句会

午後７時オカリーナ同好会

午後８時美鈴会

午後７時30分龍神太鼓
木18

午後７時30分英会話サークル

午後７時30分詩吟同好会
金19

午後８時手話サークル

午後７時30分龍神太鼓月22

午後７時30分カラオケ教室火23

午後７時オカリーナ同好会
水24

午後８時美鈴会

午後７時30分龍神太鼓
木25

午後７時30分英会話サークル

午後７時30分いわみコーラス

金26 午後７時30分詩吟同好会

午後８時手話サークル

　田後地区公民館では、平成１４年度から『男性料理教室

と3地区公民館交流会』を岩井・蒲生地区公民館と連携を

取りながら行っており、今年で８回目を迎えます。

　漁師の方々が魚料理の指導を行うなど「海と山と温泉

のまち」の地域性を生かした交流会を続けています。

　回を重ねるごとに男性の腕にも磨きがかかり、一年に

一度の再会を皆さん楽しみにしておられます。

　これからも交流会を通して地区を元気にしていきま

しょう！
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�������������������
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玉
葱
を
植
え
終
え
し
あ
と
見
せ
た
く

て
遺
影
の
母
へ
雨
戸
を
開
け
る　
　

　
　
 
�
�
�
�
�
�
� 
岩
垣　

明
美

夕
暮
れ
て
湖
水
に
う
つ
る
家
の
灯
が

揺
れ
つ
つ
細
く
伸
び
ち
ぢ
み
す
る　

　
　
 
�
�
�
�
�
�
� 
前
田
喜
代
美

赤
飯
の
お
か
れ
し
テ
ー
ブ
ル
に
友
つ

ど
い
笑
み
の
こ
ぼ
れ
て
歌
会
の
す
す

む 
�
�
�
�
�
�
�
� 
安
木　

和
代

初
ぜ
り
の
か
に
の
味
噌
汁
十
五
度
の

一
日
の
寒
さ
夕
餉
に
温
も
る

　
　
　
 
�
�
�
�
�
� 
山
根　

富
枝

玄
関
の
左
三
本
竹
の
春　
　
　
　
　

　
　
　
 
�
�
�
�
�
� 
中
野　

天
牛

漬
け
ら
る
る
干
大
根
の
し
な
り
か
な

　
　
　
 
�
�
�
�
�
� 
田
渕　

耕
翆

棚
田
守
り
峠
茶
屋
し
て
年
惜
し
む　

　
　
　
 
�
�
�
�
�
� 
花
井
と
し
子

浦
の
里
終
の
住
処
や
冬
の
月　
　
　

　
　
　
 
�
�
�
�
�
� 
織
田
志
を
り

山
好
き
の
山
菜
茶
屋
に
秋
の
人　
　

　
　
　
 
�
�
�
�
�
� 
岡
野
寿
美
子

検
診
を
終
え
す
っ
き
り
と
冬
ぬ
く
し

　
　
　
 
�
�
�
�
�
� 
小
林　

里
枝

手
の
平
に
香
り
残
し
て
柚
子
絞
る　

　
　
　
 
�
�
�
�
�
� 
由
沢
寿
美
江

子
連
れ
来
て
孫
連
れ
寄
り
来
日
向
ぼ

こ　
　
　
 
�
�
�
�
� 
山
田　

和
子

故
郷
の
露
の
道
行
く
一
人
旅　
　
　

　
　
　
 
�
�
�
�
�
� 
引
田　

里
江

第
６
回
料
理
講
習
会

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

��

�　

２
月　

日
（
水
）

17

　
　
　
　
　
　
　

午
前　

時
〜

10

�
�
�　

中
央
公
民
館
実
習
室

�
�
�

材
料
代
５
０
０
円
程
度
、

米
１
合
、
エ
プ
ロ
ン

��

�　
　

名
30

�
�
�
�　

２
月　

日
（
金
）

12

　

参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
中

央
公
民
館
（
�　
72

－

0
5
1
0
）
ま

で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
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　町立図書館では町内の
事業所をみなさんに知って
いただこうと、事業所紹介
コーナーを設けています。
今月は「おぐら屋民芸店」
です。
　同時に関連図書の展示
をしています。（貸出しで
きます。）

館 外 貸 出 日 程 表
大 岩 保 育 所
（第３水曜日）

浦富保育所・長者寮・里久の里・
あすなろ・松風の郷・アサンテ幸風

（第３火曜日）

２月17日２月16日

※時間は午後４時～午後４時30分です。
※雨の日もあります。

47

利  用  案  内
開館時間　月～金　午前９時～午後７時
　　　　　土・日　午前９時～午後５時

休 館 日　祝日、毎月最終火曜日
★今月休館日
　１日～５日まで蔵書点検
　11日　建国記念の日
　23日　最終火曜日

・本は一人10冊まで２週間借りられます。
・予約本は連絡を受けてから１週間以内にお受け取りく
ださい。次の予約の方が待っておられます。

紹介コーナーを希望さ
れる事業所の方は町立
図書館（�72－0510）
までご連絡ください。

����
ハッピー・リタイアメント　
 ���������� 浅田　次郎
天下を謀る ����� 安部龍太郎
あるじは信長 ���� 岩井三四二
ＳＯＳの猿 ����� 伊坂幸太郎
生死刻々 ������ 石原愼太郎
あるキング ����� 伊坂幸太郎
左岸 �������� 江國　香織
増大派に告ぐ ���� 小田雅久仁
ひまわり事件 ���� 荻原　　浩
ファミリーツリー �� 小川　　糸
お稲荷さんが通る �� 叶　　　泉
だむかん ������ 柄澤　昌幸
イラストレイテッド・ブルース　
 ���������� 菊池　秀行
排出権商人 ����� 黒木　　亮
龍馬がゆく（文庫本） � 司馬遼太郎
坂の上の雲（文庫本） � 司馬遼太郎
月華の銀橋 ����� 高任　和夫
田舎の刑事の奮闘記 � 滝田　務雄

アカシアの花のさきだすころ
 ���������� 辻　　仁成
秒読み ������� 筒井　康隆
無量の光 ������ 津本　　陽
静人日記 ������ 天童　荒太
月桃夜 ������� 遠田　潤子
インビジブルレイン � 誉田　哲也
花や散るらん ���� 葉室　　麟
綺麗な生活 ����� 林　真理子
円朝の女 ������ 松井今朝子
製鉄天使 ������ 桜庭　一樹
神去なあなあ日常 �� 三浦しをん
遙かなる水の音 ��� 村山　由佳
葛野盛衰記 ����� 森谷　明子
傷痕 �������� 矢口　敦子
坂道の向こうにある海
 ���������� 椰月美智子
ダブル・ジョーカー �� 柳　　広司
青江の太刀 ����� 好村　兼一
��������
世界クッキー ���� 川上未映子
盲導犬サフィー、命の代償
 ��������� 　秋山みつ子
ジミーの誕生日 ��� 猪瀬　直樹

妻を看取る日 ���� 垣添　忠生
���������	
鳩山一族その金脈と血脈
 ��������� 　佐野　眞一
対話力 ������� 樋口　裕一
働くニホン �� 日本経済新聞社編
なぜうつ病の人が増えたのか
 ���������� 冨高辰一郎
体温を上げると健康になる
　 ��������� 齋藤　真嗣
すぐに役立つ介護食の知識
 ��������� 　代居真知子
�������
インターネットの法律とトラブル解決法    
 ��������� 　神田　　将
オーディオ事典 ���� 和田　博巳
いのちの食卓 ���� 辰巳　芳子
週末、森で ������ 益田　リ  ミ
��������	
忍者サノスケじいさんのわくわく日記
（とっとり） ������ なすだみのる
若おかみは小学生 ��� 令丈ヒロ子
ぐりとぐらのおおそうじ � なかがわりえこ
大きな木のような人 �� いせひでこ

��������	
	����

日　時　２月７日（日）　午前10時～
場　所　中央公民館
　　　　10：00～かんたんクッキング
　　　　　　　　  大豆かりんとう・ブラウニー
　　　　10：30～いわみの民話
　　　　　　　　  じゃになったおりの（恩志） 
◆クッキングは申込みが必要です
　２月４日（木）までに申し込んでください。

��������	


期　間　2月17日～3月3日
　これは、鳥取県立図書館の巡回展示をお借りし
て行うものです。
　主に因州和紙と木工が中心です。
岩井の小椋さんが作られた木彫人形十二支の展示
もあります。

��������	

日　時　２月25日（木）午前９時30分～
場　所　中央公民館

※材料代が必要です。



��広報いわみ H22年2月号

　２月３日は節分。皆さんのおうちでは豆まきされますか？
　でも、どうして豆をまくのでしょう？不思議に思ったことないですか？
　節分は、一年の無事を祈り、災いを追い払う日です。災いは鬼（魔物）と表され、鬼の目（魔目：まめ）に、豆（ま
め）を投げることで、その痛さから魔が滅する（魔滅：まめ）。豆には魔よけの力があると信じられていたよう
です。
「まめ・まめ・まめ」節分の豆まきには、家族の健康を願う深い思いが込められていて、昔から大切に受け継が
れてきた行事なのですね。そういえば、私の家では「早く家に帰って来ないと豆をまかれて鬼になる」と言い
ます。皆さんのおうちではどうですか？
　今回は、節分に関連して、煎り大豆を使ったごはんを紹介します。
　おまけの質問！
　節分にまく大豆は、なぜ煎ってあるのでしょうか？（答えは下に）

★節分は　まめ（魔目）・まめ（豆）・まめ（魔滅）★

毎月19日はしょくいく（食育）の日です。

��������
　去る10月25日～26日に広島県福山市で開催され
た部落解放研究全国集会に参加しました。開催地が遠
距離のため、大会前日の24日（土）に出発しました。
　この時期、集落や地区の役が重なって仕事に追わ
れっぱなしの状態であり、大会に参加する３日間の予
定の仕事を何とか事前に済ませて大会に参加しまし
た。心の隅には「こんなことで役目が務まるのかな」と
いう不安や「早く役目を終わって楽になりたい」とい
う思いがありました。
  大会で特に心に残ったのは、養蜂業を営む埋橋幸広
さんの詩です。
                                                   
　「あー！」とか「わー！」とか言っている間に
人生は終わってしまいそう。余計なことをしてい

る暇なんかない。仕事も遊びも何だって前進ある
のみ。楽しんだ者勝ち。
  したいことが山のようにあり、毎日が楽しくて
仕方ない。
  私が部落出身であるかどうかなんて、この星で
遊ぶにおいて、小さな小さなことなんです。
  （一部略）・・・熱い解放運動の末、解放へと
導いてくれた親やその仲間たちに感謝します。 
  私は本当に解放され生きています。

  この詩に出会って、私の心は急に明るくなりました。
集落の仕事も地区の仕事も多ければ多いほど集落や
地区の人たちに役立つという考えが沸いてきました。
そう考えると自分の任されている仕事が楽しいとさ
え思えてきました。
　本当に良い詩に出会えたと思います、仕事で苦しく
なったら、またこの詩を読んで勇気をもらいます。
 ��������������� （人権教育推進員）

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������������������������

【４人分】
　お米 ………………………………… 200ｇ
　水 …………………………………… 300ml
　昆布 ……………………………… ４cm角
　煎り大豆 …………………………… 40ｇ
　ちりめんじゃこ …………………… 20ｇ
♪砂糖 ……………………………… 小さじ2
♪しょう油 ………………………… 小さじ2

【作り方】
①　お米は洗い、分量の水にしばらく浸けておく。
②　【①】に【煎り大豆・ちりめんじゃこ】を加え、【♪】で味付けを
し、昆布をのせて普通に炊く。

③　炊きあがったら、しばらく蒸らす。
　　昆布は取り出してせん切りにし、加え混ぜる。

2月

※煎り大豆が無い場合は、乾燥大豆を殻が
やぶれるくらいまで乾煎りする。

　節分の豆まきの大豆は、なぜ煎ってあるのでしょうか？
　豆まきの後、拾い残した豆から芽が出てくると災いが起こる（出てく
る）という風に思われていたため、芽が出ないように大豆を煎って使っ
たといわれています。昔の家は土間があったことから、このように思わ
れたようです。また、煎ることで豆が硬くなり、災いを追い払う力が強
くなる等、この他にもいろいろないわれがあるようです。煎ってあるの
は豆まきの後においしく食べるためではないようですが、煎り大豆って
香ばしくておいしいですよね。
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　「ふじ丸」の鳥取港発着を記念し、主催旅行会社のご厚意により、「ふじ丸」の一般公開を行います。豪華
客船の魅力を体験してみませんか。
�����　３月18日（木）午前10時～午前11時　　午後２時～午後３時
�����　鳥取港１号岸壁　
�����　午前・午後とも各200名（応募者多数の場合抽選とします。）
�� � �　無料
�����　自由見学
�����　官製はがきかＦＡＸに、「一般公開申込み」と記載のうえ、見学希望者全員の
　　① 郵便番号　②住所　③氏名　④年齢　⑤連絡先（複数の場合は代表者）
　　⑥午前・午後の別　を記載し、下記までお申込みください。
　　１枚で４名まで申し込み可とします。
�����　２月26日（金）必着
　※当選された方には、後日、参加人数分の整理券を送付します。
　※都合により午前・午後の希望に添えない場合がありますのでご了承
ください。

��������	
�

　〒680-8570　鳥取市東町１丁目220　鳥取港振興会
 ������������������ �22－1836　　�22－1848
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　毎年１月１日現在、事業用償却資産を所有している法
人及び個人の方は、地方税法第383条の規定により、１
月31日（１月31日が土曜・日曜、祝日の場合は翌開庁
日）までに償却資産の申告をしていただくことになって
おります。まだ申告書を提出されていない方は、至急申
告書を提出してください。申告が必要な償却資産とは、
土地・家屋以外の資産で、事業に使うことができる有形
固定資産のうち減価償却費として経費に算入されるもの
です（自動車税及び軽自動車税の課税対象となるものは
除く。）。
　なお、事業用償却資産をお持ちの方で、申告書が届い
ていない場合などはご連絡ください。
��������
��������
������������������
������������������	�
�	������
������������	
����������

　鳥取短期大学では、社会人（22歳以上）の方を対象と
したAO方式（直接面談）による入学生の募集を行ってい
ます。入学者には年間20万円の奨学金が支給されます。
　鳥取短期大学で一緒に学んでみませんか？
��������
＊国際文化交流学科　＊生活学科　情報・経営専攻
＊生活学科　住居・デザイン専攻　＊幼児教育保育学科
（尚、生活学科　食物栄養専攻は予定人員となりました
ので、募集を終了しました）
�����
・各学科・専攻それぞれ若干名（予定人員になり次第募
集を終了します）
��������	
���
・すべての社会人入学生に、年間20万円の奨学金を支給
します。（最大２年間）

��������	
��（学科・専攻によって異なり
ます。）
幼稚園教諭二種、保育士、栄養士、図書館司書、
上級情報処理士、ウェブデザイン実務士、
ビジネス実務士、中学校教諭二種免許状（英語）、
学校図書館司書教諭、二級建築士受験資格、など
　※その他、各種検定資格にもチャレンジします。
　資格や入試などについてお気軽にお問い合わせくださ
い。
　またホームページでも紹介しておりますので、興味の
ある方はご覧ください。
��������	
��������	
��
������������	
��������������������	�

���������	�
����������������������
���������������	

��������������
��

　２月23日は『税理士記念日』です。中国税理士会
では各地で『税に関する無料相談会』を開き、納税者
に税理士に対する理解を深めてもらうとともに、申告
納税制度の一層の定着に努めています。
　鳥取支部でも、下記のとおり相談会を開催します。
会から派遣された専門の税理士が親身になって応じ
ますので、お気軽にお出かけください。
���������	
��
���������������	�
����������	
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�������������������������
��������	
�����������
����������������������������

『税理士記念日の税の
無料相談会』のご案内

　鳥取県では、聴覚障害者のコミュニケーション支援を
行う手話奉仕員を養成するため、講習会を開催します。
���
　厚生労働省手話奉仕員養成カリキュラムに準じて実施
（１） 実技　（２）聴覚障害者福祉等に関する講義
���
　聴覚障害者等の福祉に理解と熱意を有する方
���������
 ������ ※希望者多数の場合は抽選を行います。

平成22年度手話奉仕員養成
講習会《入門課程》受講生

定員日時会場受講期間会場

50名
18:45
　～
20:45

県民ふれあい
会館
（鳥取市扇町21）

平成22年4月7日～（23回）
おおむね毎週水曜日
2回集中講座を開催（日曜日）

東部
会場

���
　入門課程受講料：2,000円（テキスト代別途）
����������	

　◎ 受講申込方法

別紙の手話奉仕員養成講習会受講申込書に記入
し、下記の住所宛「手話奉仕員養成講習会受講申
込書」在中と赤で記入の上、郵送してください。

　◎ 受講申込締切
　　3月26日（金）当日消印有効
��������	
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�����������	
��������
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������������������������������

社会人のみなさま、“とりたん”
でまなびませんか？

償却資産の申告がまだの事業
主の方は、申告書の提出を！
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＊ハローワーク鳥取求人情報の発行は取り止めになりました。引き続きインターネット
検索により情報を役場中央玄関パンフレットスタンドに掲示しています。なお
自宅でもハローワーク鳥取→新着情報で検索できます。
＊求人が取り消される場合又は採用済の場合もありますのでご了承ください。

ハローワーク鳥取（鳥取職業安定所）まで　�23－2021就職の希望・紹介状の発行・問い合わせは

就業時間賃　金（円）年齢職　種所在地事　業　所

午前8時～午後5時160,000～250,000不　問管理者候補
（実習型雇用併用求人）大谷2182-12山 陰 松 島 遊 覧 ㈱

午前7時～午前1時
午前8時～午前2時
午前9時～午前3時

150,000～190,000不　問タクシー乗務員新井566観 光 タ ク シ ー ㈲

午前8時20分～午後5時205,500～220,50027以下技術職太田28Ｆ Ｄ Ｋ 鳥 取 ㈱

午前8時30分～午後5時30分
午前8時30分～午前8時29分154,000～162,000不　問介護職員岩井250� ふ れ あ い

午前8時30分～午後5時30分
午後4時30分～午前1時15分
午前0時30分～午前9時15分

180,500～235,20059以下正看護師浦富1029-2岩 美 病 院

午前8時～午後4時30分168,000～199,200不　問大型ダンプ運転手浦富3081-21ア ズ マ ㈲

午前8時30分～午後5時30分106,000～230,000不　問営業高山133㈲ 東 和 モ ー タ ー ス

午前8時30分～午後6時
午前8時30分～午後0時30分
午前8時30分～午後5時

169,000～169,000不　問医療事務兼看護助手大谷2372-3お く だ ク リ ニ ッ ク

午前8時～午後4時30分200,000～300,000不　問建築技術職浦富3081-21吾 妻 商 事 ㈲

午前8時～午後5時165,000～250,000不　問営業配送業務浦富760-14㈱ は ー と 食 品 鳥 取

午前8時～午後5時121,000～165,000不　問木立の伐採作業等（就業地：岩美町）鳥取市菖蒲732㈱ Ｓ ・ Ｔ ・ Ｍ ・ Ｓ

午前8時30分～午後5時130,000～150,00045以下溶接・機械作業員浦富610-7㈲ 山 本 精 機

まちの求人案内 ハローワーク鳥取受理分
（12月21日～1月20日）

　スポーツ･文化･ボランティア活動などの団体活動に最適な保険です。
�������　★グループ活動中の事故　　★往復中の事故
�������　平成22年４月１日午前０時～平成23年３月31日午後12時
　　　　　　　　　　　（団体活動を行う5名以上の方々でご加入ください。）

傷　害　保　険（保険金額）
掛　金
(一人金額)対 象 と な る 団 体 通　院

（日額）
入　院
（日額）

後遺症害
（最高）死　亡

1,500円4,000円3,000万円2,000万円600円○子ども(中学生以下)
○大人の文化・ボランティア・地域活動(16歳以上)

1,500円4,000円3,000万円2,000万円1,600円○大人のスポーツ活動　(16歳以上)

1,000円1,800円900万円600万円800円○65歳以上のスポーツ活動

1,000円1,800円750万円500万円9,000円○危険度の高いスポーツ活動

共済見舞金
　突然死（急性心不全、脳内出血等）　180万円

賠償責任保険 (免責金額なし)
　身体・財物賠償合算：１事故５億円ただし、身体賠償は１人１億円限度

【問い合わせ先】(財)スポーツ安全協会鳥取県支部
　　　　　　　　〒680-0944　鳥取市布勢146-1　　�28－1288

1,000万人のガンバリサポート!!　スポーツ安全保険　　　　　
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心配ごと・人権・行政相談
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岩美国際現代美術展　－鳥取の人と自然－
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※都合により、日程を変更させていただくことが
あります。ご了承ください。

保健・福祉・介護予防

�すこやか食事相談
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�フッ素塗布
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2�

�1歳6か月児健康診査＆フッ素塗布（初回）
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�6・7か月児健康診査
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�フッ素塗布
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�すくすく広場（２月・３月の主な行事）
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親子ふれあいあそび（ひなまつり）2日�
絵本の読み聞かせ4日�
絵本の読み聞かせ16日�
すくすく測定日18日�
お楽しみ会23日�

3月

　医療・健康づくりの最新情報について、特別講座
を開催します。「いきいき！はつらつ！元気な人生」
とは？と考えるきっかけに参加してみませんか。今
までの健康観が変わる、目からうろこの落ちる内容
です。
　どうぞお気軽においでください。
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�����������

健康づくり特別講座のお知らせ

��

��

絵本の読み聞かせ2日�
親子ふれあいあそび4日�
子育て講座16日�
絵本の読み聞かせ18日�
軽食作り・測定日23日�

2月

鳥取大学地域学部地域政策学科
「岩美町・地域調査実習」
現地報告会を開催します

　鳥取大学地域学部地域政策学科の２年生は、地域のさ
まざまな課題を地域の人たちから学び・考えるための一
環として、岩美町を対象地域とした「地域調査実習」を
１年間かけて行っています。
　今回、岩美町のさまざまな政策課題、あるいは魅力に
ついて、学生が調査・研究した成果を町民の皆さんにご
報告します。ぜひ、ご聴講していただき、ご意見をお聞
かせください。
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公共交通維持、地球温暖化防止のため、ノーマイカーデー運動への参加をお願いします

� 公共交通機関をご利用ください �

海岸、浦富海岸の地形地質を、地元の人々の生活、

 国 
こく

 府  犀  東 が浦富海岸に調査へ訪れられた折に浦富八
ふ さい とう

景の漢詩を読まれたことなどを交えながら、ガイド
しました。
　先月号でもお知らせしていますが、平成22年度、
町では町民の方々を対象とした初級編のジオガイド
養成講座を予定しています。
　ジオガイドは、地形・地質の専門家ではなくふる
さと岩美に誇りを
もって地域の暮ら
し、歴史が自然史に
どのように関係して
いるのかアピール
し、訪れた方々に素
晴らしさを感じとっ
てもらうことが大切
です。

　山陰海岸ジオパークガイド　　　　
　　　　　　　　養成講座開催

　１月17日（日）、岩美町中央公民館で山陰海岸ジオ
パークガイド養成講座が開催され、浦富海岸、鳥取砂丘
でガイドをしている方々約30名が参加しました。
　当日は、日本地質学会近畿支部長の三田村 宗樹氏が
「山陰海岸ジオパークとジオツーリズム」と題して、山

陰海岸の成り立ち、ジ
オガイドに求められて
いることなど、映像を
交えながらわかりやす
く講義されました。
　その後参加者は、城
原海岸展望駐車場へ移
動し、いわみガイドク
ラブ油浅副会長が城原
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　１月11日（月）、今年１年の消防活動のスタートとなる

新春恒例の消防団出初め式が町民体育館で実施されまし

た。当日は岩美町消防団、岩美消防署員あわせて478名が

参加し、規律正しい分列行進から始まりました。

　出初め式では、功績のあった消防団員に対して、町長表

彰、東部地区消防協会表彰の伝達があり、その後、渡樌団

長の挨拶、榎本町長の訓辞が行われ、閲団、各分団による

規律訓練を行いました。

　当日は、正月からの積雪のため、恒例の一斉放水は中止

となりましたが、今年１年の防火の誓いを新たにしました。


